
碩心 （せきしん）（ No. ４32）

ー 1 ー

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
一

言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
の
こ
と
で
鬼
が
笑
う

す
。「
七
味
」
と
は
一
年
の
内
に
七
つ
の
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
た
話
を
、「
五
悦
」は
五
つ
の
楽
し
い
出
来
事
、

「
三
会
」
は
三
つ
の
素
晴
ら
し
い
出
会
い
を
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
と
の
こ
と
で
す
。こ
こ
に
は
悲
し
い
こ
と
や
、

辛
い
こ
と
嫌
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

あ
る
年
齢
に
な
る
と
、
周
り
の
知
人
友
人
親
戚
の

方
々
が
自
然
に
減
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
時
に
ど
う

し
て
も
減
っ
て
い
た
方
々
の
数
を
数
え
て
し
ま
い
ま

す
。
先
輩
か
ら
、
減
っ
た
方
の
数
よ
り
も
、
一
年
新
し

い
出
会
い
で
の
増
え
た
友
達
を
数
え
な
さ
い
と
、
言
わ

れ
た
こ
と
が
有
り
ま
す
。
私
も
新
し
い
素
晴
ら
し
い
出

会
い
を
求
め
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
初
対
面
で
も

話
し
か
け
れ
ば
す
ぐ
に
旧
知
の
よ
う
な
友
と
な
り
ま

す
。
会
員
の
減
少
を
嘆
く
よ
り
も
、
一
人
で
も
多
く
の

新
し
い
出
会
い
を
願
い
、
友
達
が
増
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
、
会
員
増
強
和
気
ア
イ
ア
イ
の
会
に
致
し
た

く
全
員
で
前
向
き
の
姿
勢
で
邁
進
し
て
い
け
ま
す
よ
う

に
、
新
年
に
あ
た
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

   

平
成
28
年
年
頭
あ
い
さ
つ

　
　
　
　

 　
　
　
　
　

会
長　

上
村 

岳
章

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
碩
心
会
80
周
年
記
念
の
大
会
ま

で
あ
と
１
年
半
足
ら
ず
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
出

来
る
だ
け
大
勢
の
参
加
の
下
で
開
催
い
た
し
た
い
も
の

で
す
。

　

今
年
の
目
標
は
記
念
大
会
ま
で
に
会
員
を
２
０
０
名

以
上
に
す
る
こ
と
と
、
各
個
人
個
人
の
吟
力
の
ア
ッ
プ

で
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
会
員
増
強
を
図
り
、
吟
力
を

ア
ッ
プ
し
て
も
っ
と
も
っ
と
詩
吟
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
会
員
相
互
の
融
和
を
図
り
、
趣
味
の
会
と
し

て
仲
良
く
、
堅
苦
し
く
な
ら
ぬ
よ
う
円
滑
に
会
の
運
営

が
出
来
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。　

　

新
聞
の
コ
ラ
ム
の
中
で
見
つ
け
た
、
江
戸
時
代
か
ら

言
わ
れ
て
き
た
言
葉
の
な
か
に
一
年
の
大
晦
日
に
皆
で

話
し
合
う
「
七
味
五
悦
三
会
」
と
言
う
言
葉
が
有
り
ま
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行
事
予
定

第
７
回
全
国
認
可
団
体
代
表
吟
道
大
会

　

日
時　

３
月
13
日
（
日
）
開
会
10
時

　

場
所　

日
経
ホ
ー
ル

碩
心
会
春
季
審
査
会

　

日
時　

３
月
19
日
（
土
）

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
大
会
議
室

第
４
回
尚
歯
会
全
国
吟
道
大
会

　

日
時　

３
月
24
日
（
木
）
開
会
10
時

　

場
所　

日
本
教
育
会
館
一
ツ
橋
ホ
ー
ル

相
州
岳
風
連
合
吟
道
講
座

　

日
時　

３
月
28
日(

月
）
開
会
10
時

　

場
所　

ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
横
須
賀
・
市
民
プ
ラ

　
　
　
　

ザ
５
階
大
学
習
室

碩
心
会
皆
伝
会
吟
の
集
い

　

日
時　

３
月
30
日
（
水
）
開
会
10
時

　

場
所　

葉
山
港
管
理
事
務
所
３
階
Ａ
・
Ｂ

逗
子
市
詩
吟
詩
舞
連
盟
春
季
大
会

　

日
時　

４
月
24
日(

日
）
開
会
13
時
50
分

　

場
所　

逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
・
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル

神
静
地
区
吟
詠
大
会

　

日
時　

５
月
８
日
（
日
）
開
会
10
時

　

場
所　

小
田
原
市
民
会
館

第
25
回
神
奈
川
岳
風
連
合
会
青
少
年
吟
詠
大
会

　

日
時　

６
月
５
日
（
日
）
開
会
10
時

　

場
所　

神
奈
川
公
会
堂

碩
心
会
温
習
会

　

日
時　

６
月
18
日
（
土)　

　

場
所　

未
定
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平成 28 年  初 吟 会 平成28年１月31日（日）
於 葉山町福祉文化会館

懇親会 参加人数 141 名　　当番支部　東伏見・一色

合吟・男性指導者岸壁の母・真澄支部

合吟・渚支部合吟・長柄支部

段ちゃん太鼓音頭・滝の坂支部 大漁唄い込み・東伏見支部

星影のワルツ・フィナーレ ハワイ音頭・真澄支部
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冒
頭
、
行
谷
企
画
部
長
よ
り
、
元
気
と
熱
気
で
寒
さ

を
吹
き
飛
ば
し
て
ほ
し
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
式
典
が

開
始
さ
れ
た
。

　

各
支
部
合
吟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
席
で
行
わ
れ
た
が
、

か
え
っ
て
、
普
段
の
教
室
ど
お
り
の
、
ま
と
ま
り
が
取

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　

指
導
者
合
吟
で
は
、
圧
倒
的
な
力
強
い
吟
が
、
ま
た
、

副
会
長
以
上
の
吟
詠
に
お
い
て
は
、
我
々
の
お
手
本
と

と
も
な
る
べ
き
吟
が
、
披
露
さ
れ
た
。

　

式
典
を
締
め
る
祝
舞
は
、吟
と
舞
が
一
体
と
な
っ
た
、

正
月
ら
し
い
雰
囲
気
が
漂
う
も
の
で
あ
っ
た
。
午
後
の

新
年
会
に
お
い
て
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
各
支
部
の
余

興
、
ま
た
、
飛
び
入
り
で
は
、
練
達
の
士
を
感
じ
さ
せ

る
出
し
物
が
続
出
し
た
。

　

今
回
の
初
吟
会
は
、
碩
心
会
が
も
っ
て
い
る
力
が
、

存
分
に
発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
へ
の
力
強
い
展

望
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

  

滝
の
坂
支
部
40
周
年
記
念 

祝
賀 

吟
の
集
い

　
　
　
　
　　
　
　
　

滝
の
坂
支
部　

角
田 

有
風

　

山
頂
に
雪
を
抱
い
た
富
士
が
青
空
に
聳
え
る
11
月
28

日
（
土
）、
葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
に
於
い
て
、「
吟
詠

と
詩
舞
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
最
後
と
な
る
会
員
総
力
を
挙
げ
て
の
行
事
で
あ

る
。
舞
・
俳
句
・
書
の
立
体
吟
を
含
む「
花
」「
月
」の
テ
ー

マ
吟
詠
、
民
謡
・
三
味
線
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
更
に
今
年
の
目
標
で
も
あ
る
「
吟
力
ア
ッ
プ
」

と
し
て
設
け
ら
れ
た
指
導
者
勉
強
会
の
代
表
者
に
よ
る

吟
も
加
わ
り
、
変
化
に
富
ん
だ
一
日
で
あ
っ
た
。
式
典

で
は
、
許
証
授
与
に
引
き
続
い
て
、
本
部
表
彰
の
功
労

者
表
彰
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
・
90
歳
の
高
齢
者
表
彰

が
行
わ
れ
た
。
招
待
者
吟
詠
で
は
、
神
奈
川
誠
吟
会
の

桑
波
田
会
長
・
西
沢
副
会
長
・
和
田
副
会
長
さ
ん
の
吟

で
会
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
い
た
。
最
後
に
加
藤
顧
問

の
先
導
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
閉
会
と
な
っ
た
。

　

初
め
て
発
表
会
に
参
加
さ
れ
た
方
や
吟
歴
の
浅
い

方
々
の
吟
は
、
堂
々
と
し
て
声
が
よ
く
出
て
立
派
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
先
輩
方
の
生

き
生
き
と
し
た
表
情
・
向
上
心
等
に
触
れ
る
良
い
機
会

で
も
あ
っ
た
。
大
会
役
員
の
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
、
当

日
の
役
割
等
に
感
謝
し
、
少
子
高
齢
化
の
中
で
健
康
で

　

平
成
27
年
12
月
４
日
（
金
）
横
須
賀
市
秋
谷
Ｃ
３
３

で
標
記
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
ま
で
の
は
っ

き
り
し
な
い
空
模
様
か
ら
一
転
し
、
会
場
の
大
開
口
窓

か
ら
は
、
伊
豆
大
島
を
臨
み
、
富
士
山
ま
で
も
姿
を
見

せ
て
く
れ
る
と
言
う
絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

顧
問
・
常
任
理
事
の
先
生
方
、
東
伏
見
支
部
長
、
滝
の

坂
支
部
Ｏ
Ｂ
、
及
び
お
客
様
、
兄
弟
支
部
酔
吟
の
皆
様

方
の
ご
臨
席
を
頂
き
、
そ
し
て
私
た
ち
滝
の
坂
支
部
の

会
員
合
わ
せ
て
、
総
勢
42
名
が
参
集
し
ま
し
た
。
第
一

部
と
し
て
、
滝
の
坂
支
部
が
『
良
寛
と
一
茶
』、
酔
吟

支
部
が
『
活
花
』
の
各
構
成
吟
を
披
露
し
ま
し
た
。
第

二
部
と
し
て
、
先
生
方
、
東
伏
見
支
部
長
の
一
吟
を
頂

き
、
滝
の
坂
支
部
Ｏ
Ｂ
か
ら
も
吟
、
民
謡
、
軍
歌
を
頂

き
ま
し
た
。
退
会
さ
れ
て
か
ら
５
年
も
６
年
も
経
っ
て

い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、『
昔
取
っ
た
杵
柄
』
と
で
も
言

う
様
な
見
事
な
喉
技
で
し
た
。
今
回
の
集
い
は
佐
久
間

岳
爽
の
90
歳
を
祝
う
会
も
兼
ね
て
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
と
も
支
部
員
一
同
更
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

  
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
た
初
吟
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
澄
支
部　

村
上 

遥
山

  

吟
詠
と
詩
舞
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
色
支
部　

小
菅 

岳
倖

ＯＢの行谷正一さん

ＯＢの加藤圭一さん

　

皆
伝
２
名

　
　

92 

根
岸
奏
岳　
　

93 

松
木
之
岳

　

九
段
１
名

　
　

84 

大
野
祥
岳

　

総
伝
２
名

　
　

56 

髙
見
岳
明　
　

57 

髙
見
岳
湘

昇
伝
段
位
認
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
28
年
１
月
１
日
付
）

詩
吟
が
で
き
る
こ
と
の
喜
び

を
噛
み
し
め
つ
つ
、
行
事
で
の

緊
張
感
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

今
後
も
愉
し
く
継
続
し
て
行

き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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会　員　の　う　ご　き
＊入会 ( 12 月 1 日付）
　203 宗

むねすけ
助 麗

れ い こ
子（松和）茅ヶ崎市十間坂

　　　　紹介者　岩田維津子
＊入会（２月 1 日付）
  204 田

た な か
中 友

と も こ
子 （紫陽花）葉山町堀内

　　　　紹介者　根岸岳啓
  205 澤

さ わ き
木 翔

しょうた
太 （紫陽花）葉山町一色

　　　　紹介者　吉田朋之進
＊退会
　162 小金井歩泉（滝の坂）　  
　174 長尾健介（相洋）

　

最
近
、
俳
句
俳
諧
の
吟
詠
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

昨
秋
隅
田
川
ほ
と
り
の
「
芭
蕉
記
念
館
」
見
学
が
流
れ

て
、
代
わ
り
に
北
信
濃
柏
原
の
「
一
茶
記
念
館
」
ま
で

足
を
延
ば
し
一
泊
二
日
の
支
部
吟
行
旅
行
と
な
っ
た
。

　

先
ず
、今
年
の
北
陸
新
幹
線
の
目
玉
「
か
が
や
き
号
」

で
長
野
ま
で
行
き
、
民
営
し
な
の
鉄
道
で
黒
姫
駅
ま
で

の
約
３
時
間
の
旅
で
新
緑
の
美
し
い
野
山
を
満
喫
。

　

駅
か
ら
記
念
館
ま
で
を
一
茶
の
句
碑
道
標
を
頼
り
に

旧
い
街
並
み
を
歩
き
、
予
約
済
み
の
隣
接
「
そ
ば
処
」

で
地
元
野
菜
を
添
え
た
信
州
本
場
の
味
を
堪
能
し
た
。

　

モ
ダ
ン
な
姿
の
記
念
館
は
、
残
雪
が
美
し
い
黒
姫
・

妙
高
の
山
並
み
が
遠
望
で
き
る
高
台
に
あ
り
、
学
芸
員

に
詳
し
く
説
明
を
受
け
た
館
内
の
展
示
資
料
の
数
々
は

流
石
一
茶
の
故
郷
が
蒐
集
し
た
貴
重
な
も
の
ば
か
り
。

　

屋
外
の
俳
諧
堂
や
墓
地
、
雪
五
尺
の
大
き
な
石
碑
等

の
見
学
に
は
縁
あ
っ
て
長
野
岳
風
会
の
会
員
の
案
内
を

受
け
、
思
わ
ぬ
県
外
吟
友
と
の
友
好
交
流
と
な
っ
た
。

　

迎
え
の
バ
ス
で
近
場
の
野
尻
湖
畔
観
光
ド
ラ
イ
ブ
を

満
喫
し
、
更
に
黒
姫
高
原
を
疾
走
し
て
着
い
た
山
麓
は

温
泉
大
浴
場
が
自
慢
の
公
共
ホ
テ
ル
で
、
大
部
屋
を
借

り
切
っ
て
の
夕ゆ
う
げ餉
で
は
、
地
産
料
理
と
地
酒
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
教
場
の
よ
う
に
一
茶
の
句
を
次
々
吟
じ

た
。
翌
日
は
貸
切
ミ
ニ
バ
ス
で
一
路
南
下
し
松
代
へ
。

象
山
記
念
館
と
神
社
境
内
で
「
漫
述
」
を
合
吟
し
、
真

28 年２月現在 会員数
 逗子地区 １１０名
 葉山地区 ７５名
 合　　計 １８５名

　

新
し
い
年
、
２
０
１
６
年
。
碩
心
会

は
昭
和
12
年
、
逗
子
の
青
年
会
と
役
場

の
職
員
中
心
の
会
と
し
て
、
松
井
岳
洋

先
生
命
名
に
よ
り
誕
生
。
来
年
は
創
立

80
周
年
記
念
の
年
に
あ
た
り
、
記
念
吟

道
大
会
を
開
催
予
定
で
す
。
人
々
に
感

動
を
、
人
生
に
潤
い
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
詩
吟
、
そ
の
魅
力
を
「
碩
心
」
誌

を
通
し
、
多
く
の
方
々
に
今
年
も
伝
え

て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　

広
報
部

編
集
後
記

平成 27 年「吟詠と詩舞の集い」　会計報告
科 　 目 決算額（円） 摘　　　要

収
入
の
部

吟詠と詩舞の集い 50,000 本会計より受け入れ
出 吟 料 149,000 1,000×149 名
懇親会参加費 99,000 1,000×99 名
雑 収 入 25,000 祝儀４件
合 計 323,000

支
出
の
部

ホール使用料 20,150 ホール 19,300 ＋練習室 850
大会議室使用料 12,040 使用料 10,300 ＋延長料 1,740
設 備 使 用 料 45,300 設備費 30,300 ＋暖房費 15,000
プログラム作成費 19,380 300 部（用紙、印刷代、版下制作費）
傷 害 保 険 料 6,400 40 円 ×160 名
弁 当 代 105,600 弁当・お茶（660×160 名）
懇 親 会 費 79,395 飲物 22,072・おつまみ・紙皿等 57,323
会 議 費 3,000 準備会議費（説明会・プロ編等）
ポスター制作費 2,216 作成費、カバー用袋
謝 礼 費 27,000 アトラクション、招待者へ
雑 費 2,311 事務用品・コピー代等
余 剰 金 208 本会計へ返戻
合 計 323,000

  

一
茶
の
里
を
訪
ね
た
信
州
吟
行

　
　
　
　
　
　
　
　

東
伏
見
支
部　

山
本 

新
岳

  
葉
山
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
訪
問

　
　
　
　
　
　
　
　

紫
陽
花
支
部　

中
山 

辰
山

　

12
月
10
日
（
木
）
の
午
後
「
葉
山
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

を
総
勢
12
名
で
訪
問
し
ま
し
た
。
詩
吟
・
詩
舞
の
披
露

は
初
め
て
と
の
事
で
し
た
が
、
根
岸
葉
山
地
区
長
の
語

り
か
け
る
よ
う
な
司
会
進
行
に
通
所
者
の
皆
さ
ん
の
目

が
輝
き
、
そ
ん
な
視
線
を
感
じ
な
が
ら
の
演
技
と
な
り

ま
し
た
。始
め
に
石
川
さ
ん
の
尺
八
伴
奏
に
よ
る
吟「
富

士
山
」、歌
謡
吟
「
武
田
節
」、吟
「
武
蔵
の
野
辺
」、「
俳

句
二
題
」、民
謡
吟「
ひ
え
つ
き
の
歌
」、「
名
槍
日
本
号
」、

磯
村
副
会
長
の
槍
持
つ
舞
に
は
ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手

を
頂
き
ま
し
た
。そ
し
て
尺
八
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、

「
母
さ
ん
の
歌
」
等
を
通
所
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
大
き

な
声
で
合
唱
し
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
演
技
後
控
え

室
に
以
前
詩
吟
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
方
が
お
見
え
に

な
り
、
中
村
先
生
に
お
世
話
に
な
っ
た
と
か
・
・
・
い

ろ
い
ろ
と
昔
話
に
も
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
充
実
感
を
演
技
者
に
も
た

ら
し
て
い
た
だ
い
た
訪
問
で
し
た
。

田
氏
居
城
跡
を
散
策
後
、
名

物
栗
お
こ
わ
弁
当
に
舌
鼓
を

打
ち
、
最
後
の
史
跡
へ
。
遥

か
古
戦
場
川
中
島
を
望
む
八

幡
原
、
人
垣
囲
む
信
玄
謙
信

一
騎
打
ち
の
銅
像
前
で
「
鞭

声
粛
々
・
・
」
を
堂
々
合
吟

し
全
吟
行
を
終
了
。


